
各地から集まったメンバー 

 

 

 

藤
岡
事
務
局
長
不
在
の
た
め
、 

小
池
議
長
が
司
会
を
兼
ね
て
議
事 

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

協
議
事
項
は
、
４
月
24
日
に
開 

催
さ
れ
た
運
輸
行
政
に
対
す
る
要 

請
事
項
の
回
答
報
告
と｢

２
０
１ 

７
年
東
北
運
輸
局
へ
の
制
度
・
政 

策
の
取
り
ま
と
め｣

が
主
で
す
が
、 

国
労
と
し
て
改
善
基
準
告
示
の
見 

直
し
を
は
じ
め｢

交
代
運
転
手
の 

配
置
基
準｣

の
実
車
距
離
に
回
送 

距
離
を
加
算
す
る
こ
と
を
強
く
要 

請
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
オ
ブ
ザ 

ー
バ
ー
で
参
加
し
て
頂
い
た
岩
手 

県
交
通
労
組
の
佐
藤
委
員
長
よ
り 

利
用
者
が
ス
マ
ー
チ
フ
ォ
ン
の
ア 

プ
リ
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
呼
び
出
し 

自
家
用
車
で
目
的
地
ま
で
移
動
す 

る｢

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア｣

の
問
題
点
に 

衆
議
院
選
挙
、

来
年
２
月
仙

台
で
開
催
予

定
の
東
日
本

自
動
車
協
議

会 

バ
ス
部
会
開
催 

東
北
交
運
労
協 

 

 

15
時
よ
り
全
分
会
長
会
議
が
開
催

さ
れ
、
支
部
か
ら
北
山
委
員
長
・
兜

森
書
記
長
も
参
加
。
関
東
自
動
車
支

部
の
丸
山
委
員
長
よ
り
組
織
拡
大
の 

 

９
月
12
日
（
火
）
盛
岡
市
つ
な
ぎ
温
泉｢

ホ
テ
ル
大
観｣

に
お
い
て
、

東
北
交
運
労
協
第
２
回
バ
ス
部
会
が
開
催
さ
れ
、｢

２
０
１
６
年
運
輸
行

政
に
対
す
る
要
請
事
項
に
対
す
る
回
答
」
と｢

２
０
１
７
年
東
北
運
輸
局

へ
の
制
度
・
政
策
要
求
の
と
り
ま
と
め
」
な
ど
を
協
議
し
、
交
流
を
深

め
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

会
定
期
委
員
会
へ
の
参
加
要
請
が 

あ
り
ま
し
た
。 

会
議
で
は｢

制
服
・
制
帽
で
出
勤 

し
ろ
と
言
わ
れ
る｣｢
要
員
不
足
で 

ダ
ブ
ル
乗
務
し
て
い
る
。
拘
束
時

間
16
時
間
を
超
え
る
の
で
ダ
イ

ヤ
を
分
割
し
て
い
る
が
、
超
勤
が

出
て
い
る
の
か
定
か
で
な
い｣

な

ど
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、
問
題

解
決
の
た
め
点
検
・
摘
発
行
動
を

は
じ
め
会
社
へ
の
申
し
入
れ
等
職

場
の
闘
い
と
結
合
し
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

 

あく国

 

国
労
東
北
自
動
車
支
部 

一人はみんなのために みんなは一人のために 

E –mail   kokurou-sendai@syd.odn.ne.jp 

 

 

 

重
要
性
や
支
部
を
取
り
巻
く
情
勢
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
自
動

車
協
議
会
の
北
山
議
長
か
ら
は
、
第

31
回
東
日
本
本
部
大
会
の
報
告
と 

 

 

10
月
２
日
（
月
）
～
３
日
（
火
）
長
野
県
小
県
郡
長
和
町
「
姫
木
平
自
然

の
家
」
に
お
い
て
、
恒
例
の
関
東
自
動
車
支
部
主
催
に
よ
る
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
各
地
か
ら
Ｏ
Ｂ
含
め
37
名
の
仲
間
が
結
集
。 

東
北
自
動
車
支
部
か
ら
も
４
名
の
仲
間
が
参
加
。
一
日
目
は
、
全
分
会
長
会

議
と
交
流
会
を
行
い
、
二
日
目
は
、
ゴ
ル
フ
と
観
光
地
巡
り
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

親
睦
を
深
め
さ
ら
な
る
団
結
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。 

第
30
回
全
国
自
協
定
期
委
員
会 

11
月
27
日(

月)

～
28
日(

火) 

東
京
・
新
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

主催者挨拶 

つ
い
て
話
さ
れ｢

個
人
の
運
転
手
に

よ
っ
て
料
金
が
変
わ
っ
た
り
、
事
故

の
際
の
補
償
等
問
題
が
あ
る｣

と
指

摘
。
活
発
な
議
論
を
行
い
な
が
ら
全

日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

第２ 回 

 

 

佐
藤
先
生
ご
逝
去 

 

去
る
７
月
25
日
、
国
労
顧
問
弁
護

士
の
佐
藤
正
明
弁
護
士
が
病
気
療

養
中
の
と
こ
ろ
薬
石
効
な
く
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
満
六
十
九
歳
で
し

た
。
弔
問
に
際
し
、
奥
様
か
ら｢

国

労
を
い
つ
も
気
に
し
て
い
ま
し
た

よ｣

と
言
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
婦
人
裁

判
を
は
じ
め
支
部
に
対
し
多
大
の

ご
支
援
を
戴
い
た
こ
と
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
し
た
。 

｢

世
の
中
が
良
く
な
る
よ
う
に｣

と
願
っ
て
い
た
先
生
、
心
安
ら
か
に

お
眠
り
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

(

Ｋ) 


